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一般社団法人

島根県作業療法士会

会長 小林 央

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

長
女
の
小
学
校
入
学
式
を
明
後

日
に
控
え
、
家
族
が
寝
静
ま
っ
た
深

夜
に
遠
く
か
ら
迫
る
よ
う
に
聞
こ

え
た
地
鳴
り
と
と
も
に
大
き
な
揺

れ
を
感
じ
た
。
咄
嗟
に
寝
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
覆
い
被
さ
り
、
し
ば
し

揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
っ
た
。
そ
の

後
も
大
き
な
揺
れ
は
繰
り
返
し
訪

れ
、
家
族
の
無
事
を
確
認
し
た
の
ち
、

職
場
へ
車
を
走
ら
せ
た
の
は
午
前

三
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
平
成
三
十
年
四
月
九
日
午
前

頭
言

1

一
時
三
十
二
分
島
根
県
西
部
地
震

に
よ
り
大
田
市
で
は
震
度
五
強
を

記
録
し
た
。
東
日
本
大
震
災
（
平
成

二
十
三
年
）
・
熊
本
地
震
（
平
成
二

十
八
年
）
と
大
き
な
自
然
災
害
を
目

の
当
た
り
に
し
て
も
な
お
、
我
が
事

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
自
分
に
不
甲
斐
な
さ
を

感
じ
た
。

そ
ん
な
思
い
を
払
拭
す
る
べ
く

そ
の
年
、
六
月
に
は
J
I
M
T
E
F

災
害
医
療
研
修
会
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ス
を
受
講
し
そ
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

八
月
に
は
（
一
社
）
日
本
作
業
療
法

士
協
会
よ
り
西
日
本
豪
雨
災
害
の

J
R
A
T
本
部
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

要
員
と
し
て
参
画
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
十
一
月
に
は
J
I
M
T
E
F

災
害
医
療
研
修
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス

を
履
修
す
る
と
と
も
に
（
一
社
）
日

本
作
業
療
法
士
協
会
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
・
研
修
を
受
講
し
た
。

近
年
、
自
然
の
猛
威
を
肌
身
に
感

じ
る
こ
と
が
増
え
た
よ
う
に
思
う
。

県
内
で
は
、
島
根
J
R
A
T
（
災
害

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
協
会
）

の
活
動
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
今

年
度
組
織
再
編
し
た
、
し
ま
ね
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
減
災
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て

い

る
。

本

会

に

お

い

て

も

J
I
M
T
E
F
災
害
医
療
研
修
受

講
費
用
を
一
部
助
成
す
る
取
り
組

み
を
予
算
化
し
、
会
員
が
災
害
を
自

分
の
周
り
に
も
起
こ
り
う
る
事
と

し
て
捉
え
・
そ
の
役
割
を
担
え
る

よ
う
支
援
を
計
画
し
て
い
る
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
。
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
支
援

体
制
が
整
備
さ
れ
る
の
か
、
私
た
ち

の
職
域
に
ど
ん
な
支
援
が
期
待
さ

れ
る
の
か
、
知
っ
て
お
く
だ
け
で
も

大
き
な
備
え
と
な
る
。

島
根
県
作
業
療
法
士
災
害
対
策

委
員
会
で
は
一
緒
に
学
ぶ
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
ま
で
一
報
く
だ
さ
い
。
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認知症の作業療法委員会 
委員長 種 宏樹

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
九
日
、

広
島
国
際
大
学
の
大
井
博
司
先

生
を
お
招
き
し
て
、
多
職
種
連
携

に
よ
る
B
P
S
D
の
対
応
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
O
T
の
み
で
な
く

P
T
、
保
健
師
、
生
活
相
談
員
、
ヘ

ル
パ
ー
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
認
知
症
ケ
ア
の

関
わ
り
方
の
基
本
と
し
て
個
人

技
で
は
な
く
、
多
職
種
で
の
チ
ー

ム
と
し
て
の
関
り
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
共
有
し
た
う
え
で
、
他

職
種
の
方
を
交
え
様
々
な
立
場

で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

対
象
者
の
気
持
ち
を
受
け
止
め

な
が
ら
、
環
境
調
整
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
身
体
的

ケ
ア
、
活
動
の
支
援
、
他
者
と
の

関
係
性
に
つ
い
て
丁
寧
に
振
り

返
り
、
考
え
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
演
習

と
し
て
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
で
の
意

思
表
示
の
行
い
方
に
取
り
組
み
、

普
段
の
対
象
者
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
振
り
返
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

開

催

報

告

多職種連携による
BPSDの対応を
学ぶ研修会

会員のため実習生のため
作業療法普及啓発のため
講習会を運営しています

研
修
会
を
通
し
て
、
多
職
種
で
の

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
各
職
種

の
認
知
症
の
あ
る
方
へ
の
対
応
す
る

際
の
視
点
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
チ
ー
ム
と
し
て
ど
の
よ
う
に

連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
に
つ
い
て

は
、
参
加
者
の
満
足
度
が
高
か
っ
た

で
す
。
今
後
も
講
義
形
式
で
学
ぶ
だ

け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換

す
る
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い
く
こ

と
で
、
他
職
種
へ
の
作
業
療
法
士
の

視
点
の
啓
発
に
も
な
る
と
感
じ
、
有

益
な
研
修
会
の
開
催
方
法
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

研修会の様子
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今年は、一般社団法人島根県作業療法士会が40周年を迎えることもあり、『40周年記念特別
展 作業療法フェスタ2023』として、例年のフェスタに新たな企画を加えて開催しました。
東部会場では、9月24日（日）～28日（木）の5日間“ゆめタウン出雲”にて開催し1,182名、西

部会場では、10月22日に“キヌヤ益田ショッピングセンター”にて開催し、203名の方々に来場し
ていただきました。

内容としては、作品展示・作品投票・養成校ブース・動画上映・作業療法タペストリーなど
様々な展示・企画を行いました。特別企画として来場された皆さんへ、ガチャガチャによる記
念品贈呈を行いました。作業療法フェスタ恒例企画である『作品展示』では、東部は151作品
（22施設）、西部は61作品（8施設）の作品が集まり、展示させていただきました。来場者から
は、どのような方が作業療法の対象となるかを尋ねられたり、作り方に興味関心を持たれる
方々も多かったように思います。当事者の方から来場者に説明して下さる姿もありました。
『ガチャガチャによる記念品贈呈』では、ガチャガチャにて4種類の記念品（トートバッグ、
コースター（四角・マル）、花の種）の中から来場者へプレゼントしました。

「ありがとう」「元気をもらった」と会場を後にされる来場者の声を聞き、スタッフの私た
ちも沢山の元気をいただきました。今年は、東部会場では平日の開催も試みて、例年以上の来
場がありました。より多くの方々へ作業療法を伝える機会が増えるよう今後の開催方法につい
ても部のメンバーとアイデアを出し合い工夫しながら、よりよい作業療法フェスタを企画して
いきたいと思っています。

『40周年記念特別展 作業療法フェスタ2023』開催にあたりご協力いただいた皆様に感謝申
し上げます。

開催報告
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当
委
員
会
は
、
島
根
県
東
部
か

ら
西
部
に
所
属
し
て
い
る
作
業

療
法
士
十
二
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
二
〇
一
七
年
度
よ
り
島
根

県
作
業
療
法
士
会

特
設
委
員

会
運
転
と
作
業
療
法
委
員
会
と

し
て
設
立
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
主
な
活
動
内
容
は
、
部

会
の
開
催
、
研
修
会
の
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
、
学
校
法
人
島
根
自
動

車
学
園
出
雲
自
動
車
学
校
の
足

立
康
宜
教
習
指
導
課
長
、
医
療
法

人
畏
敬
会
井
野
辺
病
院
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
部
長
作
業
療
法

士

加
藤
貴
志
先
生
を
お
招
き

し
、
足
立
先
生
に
は
自
動
車
運
転

支
援
に
お
け
る
教
習
所
と
の
連

携
に
つ
い
て
、
加
藤
先
生
に
は
自

動
車
運
転
支
援
に
関
連
す
る
認

知
機
能
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
島
根
県
高
次
脳
機
能
障

が
い
者
支
援
事
業
に
お
い
て
、
作

業
療
法
士
が
行
う
自
動
車
運
転

支
援
に
つ
い
て
の
報
告
や
基
礎

的
知
識
に
つ
い
て
講
師
を
務
め

た
り
、
昨
年
度
か
ら
は
浜
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
健
康
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
自
動
車
運
転

寿
命
延
伸
に
つ
い
て
の
研
修
依

頼
を
い
た
だ
き
、
当
委
員
会
の
益

運転教室の様子

田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病

院
の
平
木
さ
ん
が
、
講
師
を
務
め

ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
で
は
認
知

症
や
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
運
転

体
操
、
認
知
・
身
体
機
能
と
自
動

車
運
転
操
作
の
関
係
に
つ
い
て
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
好

評
だ
っ
た
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
二
〇
二
三
年
六
月
に
は
、
島

根
県
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会

技
能
検
定
員
向
け
の
法
定
講
習
に

て
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
へ
の
運

転
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
二
月
二
日
に
は
日
本
作
業
療
法

士
協
会
運
転
と
地
域
移
動
に
関
す

る
都
道
府
県
協
力
者
会
議
に
て
島

根
県
の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

運
転
と
作
業
療
法
委
員
会
で
は
、

病
気
や
障
害
を
も
っ
た
方
々
の
移

動
支
援
が
充
実
す
る
よ
う
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
！

出雲市民リハビリテーション病院
田中 良佳

（運転と作業療法委員会 委員長）

運転と
作業療法委員会

ご紹介
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（写真左）
エスポアール出雲クリニック

 西村 翔平 氏

（写真中央）
学校法人 島根自動車学園

出雲自動車学校教習指導課 課長
足立 康宜 先生

（写真右）
筆者

田中 良佳

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
に
東
京
で
全

国
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
連
合
会
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
、
学
校
法
人
島
根
自
動
車
学

園

出
雲
自
動
車
学
校
が
全
国
指
定
自
動
車
教

習
所
協
会
連
合
会 

会
長
賞
教
習
功
労
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
！

出
雲
自
動
車
学
校
は
、
高
次
脳
機
能
障
害

者
の
運
転
再
開
に
積
極
的
な
支
援
を
行
わ
れ

て
お
り
、
実
車
評
価
に
関
す
る
基
本
要
領
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
技
能
検
定
員
を
対

象
と
し
た
校
内
説
明
会
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

指
導
員
の
育
成
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
こ

れ
ら
の
功
績
が
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。教

習
指
導
課
長
の
足
立
康
宜
先
生
を
は
じ

め
と
し
た
出
雲
自
動
車
学
校
と
、
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
出
雲
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
島
根
大
学
医
学

部
附
属
病
院
、
出
雲
市
民
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
か
ら
高

次
脳
機
能
障
害
者
の
自
動
車
運
転
再
開
支
援

の
た
め
の
連
携
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

出
雲
自
動
車
学
校
に
は
多
く
の
高
次
脳
機
能

障
害
者
の
実
車
評
価
を
受
け
入
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
医
療
機
関
か
ら
対
象
者
の
実
車
評
価

を
依
頼
す
る
際
は
、
対
象
者
の
運
転
操
作
に

影
響
の
あ
る
症
状
や
病
前
運
転
状
況
等
を
記

す
情
報
提
供
書
＊
、
実
車
評
価
後
の
転
帰
に
つ

い
て
記
す
自
動
車
運
転
支
援
報
告
書
を
、
足

立
先
生
と
と
も
に
作
成
し
運
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
雲
圏
域
以
外
か
ら
の
実
車
評
価

依
頼
に
も
応
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

障
が
い
者
等
の
社
会
復
帰
支
援
に
多
く
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
通
常
教
習
で

お
忙
し
い
中
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
運
転

支
援
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
岡
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
新
潟
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
全
日
本
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会

連
合
会
の
許
諾
を
得
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

出
雲
自
動
車
学
校

全
国
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
連
合
会

 会
長
賞
受
賞



全
国
の
作
業
療
法
士
（
以
下
O
T
）

の
生
活
環
境
の
工
夫
や
自
助
具
作

成
に
つ
い
て
の
知
恵
を
覗
い
て
み

ま
せ
ん
か
？

こ
の
度
、
我
々
島
根
県
作
業
療
法
士

会
で
も
参
画
し
た
日
本
作
業
療
法
士
協

会
（
以
下
、
協
会
）
の
生
活
行
為
工
夫
情

報
事
業
で
は
、
O
T
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
集
約
し
、
当
事
者
や
関
係
職
種
が
利

活
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
図

り
、
住
民
自
ら
生
活
行
為
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
が
で
き
る
こ
と
を

目
指
す
新
規
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
感
じ
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

•

対
象
者
が
自
ら
の
生
活
改
善
の
可
能

性
に
気
付
か
ず
、
受
け
身
的
な
生
活

に
な
っ
て
い
る

•

対
象
者
の
持
つ
能
力
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
活
機
能
の
低
下

を
招
い
て
い
る

6

専門部
コラム

山崎 敦広

福祉用具
チーム

•

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
も
対
象
者
の

能
力
が
十
分
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、

有
用
な
プ
ラ
ン
が
提
供
さ
れ
て
い
な

い
•

経
験
が
な
く
、
生
活
行
為
支
援
の
具

体
的
な
方
法
が
分
か
ら
な
い

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
持
続
的

な
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
は
対
象
者
自
身
が
「
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
す
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
」
が
大
切
で
あ
る
と
協
会
で
は
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
状
は
対
象
者

自
身
が
生
活
改
善
の
可
能
性
に
気
づ
か

ず
受
け
身
的
な
生
活
に
な
り
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
対
象
者
の
能

力
に
対
し
予
後
予
測
が
十
分
に
検
討
さ

れ
ず
「
お
世
話
型
」
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て

い
る
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
我
々
O
T
は
対
象
者
一
人
ひ
と

り
の
生
活
全
般
を
捉
え
た
支
援
、
い
わ

ゆ
る
「
生
活
行
為
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
行

う
こ
と
を
得
意
と
す
る
職
種
と
考
え
て

い
ま
す
。

我
々
O
T
は
日
々
生
活
行
為
に
支
障

が
あ
る
対
象
者
に
対
し
、
『
動
作
・
方
法

の
工
夫
支
援
』
、
『
福
祉
用
具
、
自
助
具

な
ど
の
用
具
に
よ
る
支
援
』
、
『
住
宅
改

修
な
ど
の
環
境
に
対
す
る
評
価
や
支

援
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
こ
の
事
業
で
は
用
具
の
支

援
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
福
祉
用
具
に

つ
い
て
は
先
に
「
福
祉
用
具
相
談
支
援

シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
る
の
で
、
今

回
は
自
助
具
に
焦
点
を
向
け
た
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
、
我
々

が
日
々
の
臨
床
の
中
で
用
具
に
対
し
配

慮
し
た
点
や
実
際
改
良
を
加
え
た
点
な

ど
に
つ
い
て
情
報
を
集
約
し
い
つ
で
も

シ
ス
テ
ム
上
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
し

見
解
を
広
げ
る
一
助
に
な
る
よ
う
務
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
福
祉
用
具
相
談
シ
ス
テ
ム
へ

の
登
録
か
ら
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

生活行為工夫
情報事業

福祉用具相談
支援システムに
ついてはこちら



施
設
紹
介

次は、クリニックかんど さんにバトンタッチいたします。よろしくお願いします。
7

海星病院さんからご紹介いただきました、介護老人保健施設ケアセンターかんどです。当施設では入

所・ショートステイ・通所があり、作業療法士８名（２名育休中）、理学療法士１名、言語聴覚士1名

（兼務）が勤務しています。

次は、仁多福祉会就労継続支援Ｂ型事業所けやきの郷 さんにバトンタッチいたします。
よろしくお願いします。

当施設はハキハキした職員や経験豊富な職員

など様々で、賑やかにリハビリを実施していま

す。ご自宅での生活に寄り添った支援が出来る

ように多職種との連携や自宅訪問などに力を注

いでいます。ご利用者様が元気に過ごされると

こちらも嬉しくなりますね。

当施設は花の郷が近くにあり、毎年5月には

鯉のぼりが見えます。以前は出かけて花見やお

弁当を食べたりもしましたので、再開できるの

が待ち遠しいです。

介護老人保健施設もくもくさんからご紹介いただきま

した「ひかわ医療生活協同組合」です。当組合は斐川生

協病院・訪問リハビリ・デイサービス・看護小規模多機

能事業所等複数の事業所を有しています。「誰もが健や

かに安心して暮らし続けられるまちづくりをすすめま

す」を理念に日々、利用者様と関わっています。

わりを行っています。それぞれ専門職として試行錯誤

しながら仕事に携わっており、話し合いや相談をしな

がら日々奮闘しています。

これからも、医療・介護の多様なニーズに対応して

いけるように仲間と切磋琢磨していきたいと思います。

特色としては、病院の他に「サービス付き高齢者向け住宅」、「住宅型有料老人ホーム」、定期巡回

（ヘルパーサービス）、看護小規模多機能事業所も在るので状態が変わっても安心して暮らしていただ

けるようになっています。また、デイサービスや看護小規模多機能事業所では機能訓練指導員として、

リハビリスタッフが多く従事するようになり、日常生活動作等の評価や運動指導、個別機能訓練での関



おすすめ
書籍 社会医療法人正光会松ヶ丘病院の山本です。私がおすすめする

書籍は順天堂大学医学部教授小林弘幸著「リセットの習慣」（日
経ビジネス人文庫）です。

心と体を良い状態に保つためのリセットの考え方やノウハウが
99個書かれてあります。どこから読まれても大丈夫ですので、空
き時間に開いたページを気軽に読むことができます。

この本は、自律神経を整えることをテーマに書かれてあるよう
に思います。日々の生活で感じる生きづらさが、この本を開くこ
とで少し軽くなるように感じます。

イライラしたり、気持ちが焦っているときほど、ゆっくり丁寧
に動いてみる……最近私が、この本からヒントをもらい実践して
いる心身のリセット術の一つです。

8
出典：https://honto.jp/netstore/pd-book_31670205.html

暑
い
夏
が
終
わ
り
、
や
っ
と
秋
が
深
ま

る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
私
は
『
今
年
の

猛
暑
も
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
た
、
で
も
急

に
寒
く
な
っ
て
き
た
か
ら
冬
支
度
し
な

き
ゃ
！
』
と
い
う
具
合
で
す
。

我
が
家
に
は
渋
柿
の
木
が
あ
り
、
毎
年

実
を
付
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
ま

げ
に
生
り
ま
し
た
。
頃
合
い
に
な
り
こ
の

間
家
族
で
柿
取
り
を
し
ま
し
た
よ
。
枝
切

り
バ
サ
ミ
を
使
っ
て
高
い
所
を
取
る
の
で

す
が
、
手
を
上
に
挙
げ
た
ま
ま
割
と
重
量

の
あ
る
柿
を
挟
ん
で
下
ろ
す
の
が
結
構
な

重
労
働
・
・
・
。
手
が
だ
る
く
な
る
の
で
、

後
半
は
高
い
所
か
ら
柿
を
落
と
し
て

キ
ャ
ッ
チ
し
て
取
る
の
が
恒
例
で
す
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
で
は
素

手
で
も
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

収
穫
し
た
柿
た
ち
は
合
わ
せ
柿
と
干
し

柿
に
し
ま
し
た
よ
。
合
わ
せ
柿
は
専
用
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
入
れ
て

縛
っ
て
お
け
ば
、
数
日
後
に
は
食
べ
ら
れ

ま
す
。
熟
し
や
す
い
の
で
早
め
に
食
べ
る

事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
干
し
柿
は
一
つ
ず

つ
皮
を
剥
い
で
、
枝
の
部
分
に
紐
に
括
り

つ
け
ま
す
。 

つ
け
終
わ
っ
た
ら
沸
騰
し
た

お
湯
の
中
に
く
ぐ
ら
せ
て
、
風
通
し
の
良

い
所
で
干
せ
ば
準
備
オ
ッ
ケ
ー
で
す
。
あ

と
は
『
天
気
に
お
任
せ
』
に
な
り
ま
す
。

十
一
月
中
旬
に
二
十
五
度
近
く
ま
で
気
温

が
上
が
っ
た
の
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
が
、

カ
ビ
る
事
も
な
く
無
事
に
干
し
柿
に
な
っ

て
く
れ
て
一
安
心
で
し
た
。
今
年
は
人
目

の
多
い
場
所
で
干
し
た
の
で
、
カ
ラ
ス
に

食
べ
ら
れ
ず
に
済
ん
で
良
か
っ
た
で
す
。

干
し
柿
は
緑
茶
を
飲
み
な
が
ら
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
秋
の
味
覚
、
何
を
食
べ
ら
れ

ま
し
た
か
？
ま
た
教
え
て
く
だ
さ
い
。



立川純子
益田赤十字病院

「わたしが元気になれること」

毎
日
仕
事
場
に
持
っ
て
い
く
ウ
ォ
ー

タ
ー
ボ
ト
ル
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
は
、

急
須
で
淹
れ
た
「
煎
茶
」
で
す
。
こ
れ

を
業
務
の
合
間
に
一
口
飲
ん
で
元
気
に

な
り
ま
す
。

二
〇
年
来
細
々
〜
と
“
煎
茶
道
”
を

続
け
て
い
ま
す
。
煎
茶
は
緑
茶
を
入
れ

る
点
前
で
、
茶
葉
の
種
類
・
量
、
お
湯

加
減
、
抽
出
す
る
時
間
に
よ
っ
て
全
く

違
う
味
に
な
り
ま
す
。
「
最
後
の
一
滴

ま
で
」
と
よ
く
聞
く
と
思
い
ま
す
が
、

凝
縮
し
た
一
滴
が
さ
ら
に
色
味
、
香
り
、

深
味
を
引
き
出
し
、
味
わ
え
ば
凝
り
固

ま
っ
た
体
や
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

茶
室
や
茶
器
で
飲
む
の
と
は
雰
囲
気

は
違
い
ま
す
が
、
時
間
に
追
わ
れ
動
き

回
っ
て
い
る
合
間
の
一
口
の
お
茶
は
格

別
で
す
。
歳
を
重
ね
て
も
で
き
る
楽
し

み
で
す
！
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会員から
届きました！

#農作
#ぶど

う狩り

#種な
し最高

#いち
ごに行

きたい

#秋の深まり

#大イチョウ#樹齢推定600年#歳の差600歳超え

shimahouot@gmail.com

ハッシュタ
グ＃をつけ

て

写真を送っ
てください



おしらせ

島根県作業療法士会 
公式LINEアカウントはじめました！
県士会主催の研修会やイベント情報をスピーディーに発信します

公式スタンプも登場！
第1-4弾のスタンプを配信中！
LINEスタンプ内で「島根県作業療法を検索」と検索！
今後も随時配信予定です。
ご意見ご要望はこちらまで。
kandreha@kandokai.jp

産休/育休/介護休暇を予定されている方へ

士会 休会制度の創設について
＼ 2023年度より利用できます ／

詳細は
こちら

休会制度
主に出産や育児、介護、長期の病気療養などを理由に
長期の休職や退職をされた会員への支援として創設しました。

ぜひ有効にご活用ください！

島根県作業療法士会
YouTubeやってます！
第一弾は事業部で行う作業療法フェスタの動画です。
人に寄り添い、作業に寄り添い、心あたたまる動画です。
右のQRコードから、ぜひご視聴ください！

You Tube

詳細は
こちら

士会公式

チャンネル登録をよろしくお願いします！
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mailto:kandreha@kandokai.jp


事務局 一般社団法人 島根県作業療法士会 島根県大田市大田町吉永1428-3 大田市立病院作業療法室内

FacebookHP Instagram

会員所属施設数 130施設 会員数 520名 （令和5年12月31日現在）

編
集
後
記

発 行 者
発 行 所
編 集 者
デ ザ イ ン
広 報 部

小林 央
一般社団法人 島根県作業療法士会
堀江利光 石田史穂
稗田朝海
森脇繁登 石田史穂 板倉千尋 板倉慎也 岩根寛 稗田朝海 堀江利光 山根友美
山本豊和
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皆
様
、
十
二
月
号
は
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
一
ヶ
月
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
年

を
と
る
に
つ
れ
、
ど
ん
ど
ん
月
日
が
経
つ

の
が
早
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し

た
。
親
戚
や
友
人
の
子
供
さ
ん
の
年
齢
を

聞
く
と
そ
ん
な
に
月
日
は
流
れ
て
い
た
の

か
と
毎
回
驚
き
ま
す
。
子
供
の
頃
よ
く
親

戚
の
お
ば
さ
ん
に
言
わ
れ
て
い
た
「
こ
な

い
だ
産
ま
れ
た
の
に
！
」
と
私
も
言
う
年

に
な
っ
て
き
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
人
に
な
る
と
時
間
が
経
つ
の
が
早
く

感
じ
る
こ
と
を
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
と
い
う

そ
う
で
す
。
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
新
し

い
経
験
が
減
少
し
た
り
、
ル
ー
チ
ン
化
す

る
こ
と
で
時
間
の
経
過
が
早
く
感
じ
ら
れ

る
現
象
だ
そ
う
で
す
。
逆
に
、
大
人
に

な
っ
て
も
、
新
し
い
経
験
を
追
及
し
た
り
、

時
間
の
管
理
方
法
を
見
直
し
た
り
す
る
こ

と
で
こ
の
現
象
を
緩
和
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

大
人
と
子
供
で
心
理
的
な
時
間
の
長
さ

に
違
い
は
あ
っ
て
も
実
際
に
流
れ
る
時
間

は
平
等
で
す
。
『
新
た
な
経
験
』
と
『
未

来
へ
の
期
待
』
が
今
の
時
間
を
豊
か
に
し

て
く
れ
ま
す
。

も
う
令
和
も
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
来

年
は
新
し
い
経
験
に
挑
戦
し
て
み
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
で
は
皆
様
、
良
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。
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